











３．活 動 報 告
　　本センターでは，平成２０年度から組織改革に着手し，センター教員配置については，学内の学校教育研究科各専
攻等から，兼務（併任）する形式となった。また，平成２２年度からは，“社会連携（地域連携）”を主に，“教育連携
コーディネート分野”及び “教育情報コミュニケーション分野”の２部門となり，現在に至っている。本センターは，
他の大学における教育実践センター組織とは異なり，教育臨床部門，教育工学部門，実地教育部門等は，学内の他の
専門センターで対応しており，この２分野は，生涯学習センター的な要素を持ちつつ，学校教育への支援を行うといっ
た特徴を有している。なお，地域連携の要である｢公開講座｣等は，本学では地域連携委員会（全学組織）で運営して
いるが，本センター業務の一環として，その庶務・渉外を担当している。事務関係では，公開講座，教育支援講師派
遣，教育相談対応など多方面での担当を，事務担当係で運営している。また，平成２６年度から，四国５大学連携防災・
減災研究教育協議会の一員として，防災教育分野を新設し，香川大学と徳島大学との間で遠隔授業を実施している。
　　以下，年間活動状況等について，分野別に記載する。
　⑴　教育連携コーディネート分野
　　ア．地域連携委員会との連携（事業の企画，渉外）
　　　　第３９回鳴門教育大学教育・文化フォーラム（平成２６年７月２９日　上勝町福原ふれあいセンター，共催：上
勝町教育委員会）を実施した。テーマは｢教育振興計画を考える―上勝町教育委員会の事例から―｣，参加者は現
職教員及び一般市民（５１名）であった。
　　　　第４０回鳴門教育大学教育・文化フォーラム（平成２６年８月８日　鳴門教育大学，共催：鳴門市教育委員会）
を実施した。テーマは「これからの鳴門市の教育を考える －学園都市構想，長期休業短縮の動きの中で－」，参
加者は現職教員及び一般市民（２９２名）であった。
　　イ．学校・地域連携
　　　契　教育委員会等行政機関や諸団体と連携し，学校現場における今日的な課題の解決のため，各種の調査研究で
連携した。
　　　形　県及び市教育委員会との連絡，各種団体との連絡調整（アドバイザー）を行った。
　　　径　香川県東かがわ市土曜授業運営事業に参画する。東かがわ市立白鳥小学校で，自習・スポーツ支援，ブロッ
ク遊び支援を行った。（平成２６年５月から平成２７年２月までの６回；参加学生のべ３２０名）
　　　恵　おもちゃ王国との産学共同研究として，外部資金を獲得するとともに，岡山県玉野市おもちゃ王国での現地
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実習を行った。（１２月２３日：参加学生２１名参加）
　　　慶　徳島県知事部局との連携として，防災実習を行った。（平成２６年１２月１３日：学生７９名参加），また，国土
強靱化計画策定委員など，徳島県の防災に尽力した。
　　　慧　鳴門市教育委員会との連絡調整を図り，地域連携センター国内客員研究員制度を継続・発展させ，教育研究
の充実を図った。特に，国内客員研究員との共同実践研究として，土曜授業運営，防災教育に取り組んだ。ま
た，地域NIEノートを作成した。（平成２７年１月発行：５００部）
　　　憩　センター広報誌「あわ教育ネットワーク通信」第２３号を発行した。（平成２７年３月３１日）鳴門市内公立
小・中学校教員を中心に県内教育関係者に配布した。
　　　掲　社団法人｢教育支援人材認証協会｣における教育支援人材育成業務として，パートナー講座，サポーター講座
の実施と認証業務の支援を行った。（のべ１２３名参加）
　　　携　鳴門市教育委員会教育論文審査を行った。（平成２７年２月）
　　　敬　社会教育主事講習（平成２６年７月から８月）を企画・運営した。
　　　景　地域連携センター主催講演会｢多様ないじめを考える国際フォーラム－ネットいじめ・社会的少数者へのいじ
めを中心に－｣を開催し，アリゾナ大学教授のスティーブン・ラッセル氏他，４名の研究者を招聘した。講演会
では，県内外から２００名が参加した。（平成２６年１０月４日）
　　　桂　四国５大学連携防災・減災研究教育協議会の一員として，防災教育分野を新設し，運営会議に参加すると共
に，香川大学と徳島大学との間で，四国防災危機管理特別プログラムの遠隔授業科目を遠隔講義システムによ
り試行的に開講した。（後期火曜日５校時）また，「四国巨大災害危機管理フォーラム　四国５大学長・学会長
円卓会議」（平成２６年９月６日：高新文化ホール）及び，第７回香川大学危機管理シンポジウム（平成２７年
２月２６日：サンポート高松）で講演を行った。
　　ウ．対外的事業等
　　　契　徳島県内の大学と徳島県教育委員会との連携に関する連絡協議会「専門部会（高大接続・連携部会）」の委員
として連携事業を推進した。（年間３回）
　　　形　徳島県教育委員会，香川県教育委員会等の各種委員会に委員として参画した。（年間３０回程度）
　　　径　教育支援講師・アドバイザーとして，県内小中高校で出前授業を実施（年間７回）
　　　恵　各教育委員会関係での講演活動（年間３０回程度）
　　　慶　毎日新聞四国版の教育コラムを連載（毎週土曜日：継続中）
　⑵　教育情報コミュニケーション分野
　　ア．学校・地域におけるICTを活用した実践の支援
　　　契　本分野はICTの活用に関する鳴門市との連携の窓口となっており，鳴門市教育の情報化推進協議会のメン
バーとして以下の支援を行った。
　　　　①　鳴門市教育委員会教育支援室および鳴門市小学校と連携し，鳴門市幼稚園・小学校・中学校におけるICT
の活用の支援や助言を行った。
　　　　②　鳴門市教員のコンピュータ活用の力量向上支援をめざし，DVD「教育の情報化実践録」の編集とデジタル
コンテンツの企画・開発を行った。
　　　形　附属幼稚園との連携
　　　　①　附属幼稚園と連携して，科研費研究「幼稚園における教育実習生・新任教員の力量形成のための保育デー
タベース開発研究」の一環として開発した『遊誘財データベース』を運用した。
　　イ．学校・地域連携
　　　契　大学開放事業として，鳴門市，大塚国際美術館，大学の三者連携による子ども向け美術鑑賞ワークショップ
「N*CAP」の企画・推進を行った。
　　　形　県内の小学校教諭や，学生，一般ボランティアとの協同により，「鳴門教育大学 教育と学校を考える会子ど
も歩き遍路」を企画，実施した。
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　⑶　その他の活動
　　ア．学校教育研究紀要の発行
　　　　従来の継続事業として，学校教育研究紀要第２９号を発行した。（平成２７年２月）
　　イ．地域連携委員会との連携事業
　　　契　公開講座，なるっ子わくわく教室（大学開放推進事業）
　　　　①　公開講座は，大学における教育研究の成果を広く社会に公開し，社会人の教養を高めることなどを目的に
開設し，その実施の実務（事務）を担当した。
　　　　②　なるっ子わくわく教室は，地域開放，地域連携という観点から主に子どもたち向けの体験活動等を提供す
るものであり，その実施の実務（事務）を担当した。
　　　形　教育支援講師・アドバイザー等派遣事業
　　　　　学校教員，児童・生徒，保護者を対象にして，教育支援講師・アドバイザー等（校内研修会，授業実践，指
導方法や課題解決の助言，専門的活動等）を組織し派遣するため，その実施の実務（事務）を担当した。その
他，社会連携課地域連携係職務との連携などを行った。
　　　径　外国人客員研究員の研究支援
　　　　　外国人客員研究員（２名）の招聘と研究環境の支援を行った。
　　　　　以上，社会連携においては，限られた人員にもかかわらず，各教育委員会や学校現場への教育支援活動，外
部資金（競争的資金）等の獲得など，活動は年々充実している。今後の本学の地域連携の充実のため，適切か
つ迅速なコーディネートに取り組んでいきたい。
